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平素より地域医療連携について格別のご理解ご協力を賜り、厚くお礼申しあげます。
地域医療連携室だより2月号をお届けします。

当院の病床管理について

新年を迎えて

皆さま、新年あけましておめでとうございます。
新型コロナウイルス感染症による行動規制の一昨年からWITHコロナ

になった昨年は、地域支援病院として必要な会議や講演会がオンライン
により復活できました。ホームページにも、地域住民の皆さまが見て活
かしてもらえるような認定看護師のプチ講義を載せました。もちろん、顔の見える関係
づくりには直に会って話を伺うことが大原則ですが、移動にかける時間を無くし、画面
上での意見交換にも慣れてくると「これもあり、時代の流れかな」と感じるこの頃です。
今年はどのような一年になるのか不安もありますが、皆さまからのご意見を頂きなが

ら、日々精進していきたいと考えております。どうぞよろしくお願いします。
（地域医療連携室長 中山）

♦編集後記♦ 今年は卯年、私の干支である。名古屋熱田神宮に初詣に出かけ、御祈
祷を受けてきた。宮司に名前を読まれると神様を身近に感じる不思議な空間である。
この1年、どう過ごせるか。おみくじは小吉、歴史に触れるとよいらしい。

地域医療連携室長 中山ゆかり
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当院では2022年4月から、日々の入退院について病床管理担当者を配置しました。
この度、担当の中坪看護副部長に今年度の病床管理について話していただきました。
「新型コロナウイルス感染症が発生して4年目を迎えますが、今年度はコロナ感染中等症
以上の高齢患者と一般予定入院・緊急入院患者が共に増加し、病床利用率はコロナ感染
症拡大前より上昇し、現在も継続しています。昨年11月～12月は職員の感染や院内での
感染拡大により、一部の病棟の入院を制限し一部予定入院の延期と退院調整をして、全
体としては大きな制限をかけずに乗り越えられました。しかし、同時期に近隣病院での
コロナ感染症拡大に伴う入院・転院制限があり、病床管理担当としては、退院があれば
即入院、どの病棟に入院してもらうのか等、苦難する毎日でした。上伊那医療圏内での
細かな情報公開・連携の必要性も感じました。
日々、近隣病院からの転院・入院受け入れがスムーズに

できるように努めておりますが、お待たせしてしまうこと
もあります。地域医療連携室とも連携を取り合い進めて行き
ます。皆さまのご理解とご協力をお願いします。」

医師の異動についてご紹介します。よろしくお願いします。
麻酔科 2月1日着任 1月31日異動

小渕 理人 おぶち まさと 駒田 翔

医師の異動について


